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さ
い
き
市
議
会
だ
よ
り
 N
o.62

令
和
２
年
８
月
１
日

 編
集
  広
報
委
員
会

 印
刷
  木
津
印
刷

本会議等の録画映
像などは市議会の
ＨＰで公開してい
ます。

　
中
国
発
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
明
治
以
降
、
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
文
化
が
失
わ
れ
た
か
の
よ
う

だ
。
厳
し
い
令
和
の
時
代
の
幕
開
け
と
な
っ

た
が
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
ま
だ

終
わ
っ
て
い
な
い
。
第
二
波
、
第
三
波
の

到
来
が
懸
念
さ
れ
る
。
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
期
待
で
き
そ
う

に
な
い
。
そ
れ
以
外
に
も
、
サ
バ
ク
ト
ビ

バ
ッ
タ
に
よ
る
食
料
危
機
、
地
域
戦
争
、

台
風
、
サ
イ
ク
ロ
ン
、
大
水
害
、
大
地
震
、

津
波
、
山
火
事
と
、
災
害
が
尽
き
る
こ
と

は
な
い
と
の
見
方
も
あ
る
。

　
政
府
や
地
方
自
治
体
の
救
援
措
置
も
、

遠
か
ら
ず
限
界
が
来
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
中
で
、
こ
の
危
機
の
時
代
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
は
、
大
局
観
と
勇
気
が
必
要
と

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
不
安
と
混
乱
の
時
代

を
強
く
、
潔
く
生
き
る
、
現
代
の
武
士
道

的
正
義
と
も
言
え
る
が
、
希
望
は
あ
る
。

朝
の
来
な
い
夜
は
な
い
か
ら
だ
。

　
広
報
委
員
会
も
知
恵
を
絞
り
、
議
論
を

重
ね
て
よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り
を
め
ざ
し

て
い
き
た
い
。

広
報
委
員
　
菅
　
さ
と
み

　
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会（
委
員
長
濵

野
芳
弘
）
は
、
こ
れ
ま
で
21
回
の
委
員
会
、

３
回
の
研
修
会
等
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
、
中
間
報
告
以
降
の
調
査
結
果
が
ま
と

ま
っ
た
の
で
６
月
30
日
の
本
会
議
で
最
終
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
報
酬
は
改
定
な
し

　
本
委
員
会
は
、
調
査
資
料
を
提
示
し
、
佐

伯
市
議
員
報
酬
及
び
特
別
職
給
料
審
議
会

（
報
酬
審
）
の
開
催
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
報
酬
審
の
答
申
内
容
は
、
23
年
間
も
の
長

期
に
報
酬
額
が
改
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

県
内
他
市
と
比
較
し
て
も
若
干
少
な
い
こ
と

な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
と
し
な
が
ら
も
議
員

定
数
等
の
改
革
が
不
明
確
。
ま
た
、
佐
伯
市

の
財
政
状
況
や
地
域
経
済
の
現
状
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
、
今
回
は
改
定
し
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で
議
会
経
費

年
額
約
８
０
０
万
円
削
減

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
令
和
２
年
度
の
導

入
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
庁
舎
内
の
Ｗ
ｉ

‒

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
を
行
い
、
議
場
や
委
員
会
室

等
で
も
使
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
導
入
に
伴
い
、
佐
伯
市
例
規
集
、
会
議
録

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
削
減
で
き
る
金
額
は
、
議
会
経
費
を
年
間

約
８
０
０
万
円
削
減
で
き
る
と
試
算
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
傍
聴
者
に
貸
し
出
し
て
い
た
議
案
書
等

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
紙
資
料
で
対
応
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

議
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

議
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

▲東雲小学校の１・２年生
　音楽の授業風景

議会改革
最終報告

９月定例会のお知らせ（予定）

中間報告の概
要

　議会改革調
査特別委員会

は、⦿議員報酬

について⦿政
務活動費につ

いて⦿議会ペ
ー

パーレス化の推
進についての３

件を調査研究

してきました。

　まず、議員報
酬は、調査した

資料を提示し、

佐伯市議員報
酬及び特別職

給料審議会に

審議を委ねるこ
とにしました。

　政務活動費
については、年

間20万円は適

正な金額で変更
しないことに決

定しました。

　議会のペー
パーレス化は、

事務コスト削減

のためにタブレ
ット端末の導入

を前提に調査

研究をすること
にしました。

チョッ
ト



一般会計補正予算の主な事業

件　　名

会  派
議員氏名

佐伯市農業委員会委員の任命につ
いて（候補者山田定男）

議決
結果

反
　対
（
●
）

賛
　成
（
○
）
8 14:

彩　輝　会 志 高 会 自由民主党 公明党 無会派無所属の会南風会

※無所属の会：佐伯を元気にする無所属の会

不同意議 案
第 92 号

〔議員の表決態度の公表〕※賛否が分かれた議案等について掲載しています。※議長（三浦渉）は、通常の過半数議決には表決権がありません。
三
浦
　
　渉

吉
良
　栄
三

髙
司
　政
文

菅
　さ
と
み

井
上
　清
三

西
條
　隆
洋

後
藤
　勇
人

浅
利
美
知
子

佐
藤
　
　元

河
野
　
　豊

矢
野
　幸
正

上
田
　
　徹

御
手
洗
秀
光

福
嶋
　勝
彦

飛
髙
彌
一
郎

森
　三
千
年

坪
根
　大
吉

清
家
　好
文

濵
野
　芳
弘

冨
松
　万
平

塩
月
　健
治

本
田
　房
代

大
野
　達
也

議
長○○●○○○●●●●●○●●●○○●●●●●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
係
の

11
事
業
を
含
む
予
算
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
事
業

・
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
中
小
企
業
支
援
事
業

・
児
童
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
事
業

・
保
育
所
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業

・
佐
伯
の
さ
か
な
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

・
水
産
業
緊
急
支
援
事
業

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

・
学
校
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
事
業

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業

・
補
習
等
の
た
め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
30
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議
案
33
件
、
意
見

書
案
２
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
国
の
補
正
予
算
を
受
け
、
早
期
に
対
応
が
必
要
な
経
費

等
と
し
て
一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号
が
追
加
議
案
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
て
の
議
案
等
が
慎
重
審
議
さ
れ
た
結
果
、
佐
伯
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
に
関
す
る
議
案
第
92
号
以
外
の
議
案
等
は
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

●
賛
成
討
論
（
大
野
達
也
議
員
）

　
議
案
第
92
号
の
候
補
者
を
、
個
人
と
し

て
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
か
ら
外
す
ま

で
に
至
る
理
由
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
例
え
ば
、
農
地
の
転
用
に
つ
い
て
話
が
及

ん
だ
が
、
候
補
者
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、

農
地
の
転
用
は
、
組
織
と
し
て
農
業
委
員
会

が
意
見
を
出
す
も
の
で
あ
り
、
個
人
の
考
え

が
通
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

●
反
対
討
論
（
西
條
隆
洋
議
員
）

　
選
考
委
員
会
の
選
定
に
対
し
全
幅
の
信
頼

を
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
選
考
結
果
を
全

面
的
に
支
持
す
る
考
え
で
は
あ
る
。

　
そ
の
反
面
、
少
し
で
も
疑
義
の
あ
る
案
件

に
対
し
て
は
、
慎
重
審
議
を
期
待
す
る
が
、

同
意
を
与
え
る
立
場
と
し
て
は
、
疑
義
の
部

分
は
確
実
に
ク
リ
ア
に
し
て
ほ
し
い
部
分
で

あ
っ
た
。

●
賛
成
討
論
（
上
田
徹
議
員
）

　
農
業
委
員
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
合
議
体

が
基
本
で
あ
り
、
今
回
の
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
も
、
農
協
や
農
業
団
体
等
の
推
薦
等
で

の
人
選
と
な
っ
て
い
る
。

●
反
対
討
論
（
佐
藤
元
議
員
）

　
農
地
に
お
け
る
違
反
転
用
の
問
題
や
農
地

こんなことを審議しました

６

月

定
例
会
コ
ロ
ナ
対
策
総
額
約
７
億
５
８
０
０
万
円

補
正
予
算
を
可
決
！

５
月
臨
時
会
コ
ロ
ナ
対
策
総
額
約
76
億
円
! !

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

農業委員の選任方法
・市長村長が推薦・募集を実施

・市町村長は、推薦・募集の情報を整理し、公表

・選考委員会による選考、選任議案作成

・市町村議会の同意

・市町村長が任命

利
用
に
つ
い
て
農
地
法
の
改
正
前
後
で
住
民

に
不
公
平
感
が
生
じ
て
い
る
状
況
等
を
４
年

有
余
も
か
け
て
調
査
し
、
佐
伯
市
の
農
業
振

興
の
推
進
を
図
る
よ
う
農
業
委
員
会
に
お
願

い
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
一
向
に
改
善
さ

れ
て
い
な
い
。
現
在
の
農
業
委
員
会
の
中
で

一
番
責
任
の
あ
る
立
場
で
あ
る
。

採
決

　
起
立
に
よ
る
採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
で

同
意
し
な
い
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

特別定額給付金給付事業
約71億650万円

市民一人当たり10万円を給付する事業。
※７月３日時点で99.2％給付済み

観光事業費（新型コロナウイルス感染症対策）
約1億2,738万円

　佐伯エール飯のＰＲ、さいきエールクーポンの発行、さいき
グルメスタンド（ドライブスルー）の設置等により、飲食業者を
対象としたテイクアウト・デリバリー等の情報発信及び消費拡
大を図るとともに、事業者が行う感染防止のための衛生管理に
対する支援を行う事業。

花き（キク）緊急再生産支援事業（新型
コロナウイルス感染症対策）

約567万円
　消費が著しく落ち込んでいるキクの
産地維持のための支援を行う事業。

佐伯のさかな応援プロジェクト事業
（新型コロナウイルス感染症対策）

約2,823万円
　出荷量が落ち込んでいるヒラメ等の
消費回復のための販売促進及び陸上養
殖業者に対する経営支援に要する経
費。

議
案
第
92
号

佐
伯
市
農
業
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　
　
　
　任
命
に
不
同
意

　
５
月
１
日
と
15
日
の
２
回
、
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
長
期
化
が
懸
念
さ
れ
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
市
独
自
の
支

援
策
と
し
て
取
り
組
む
事
業
等
の
予
算
を
計

上
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
、
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

2



一般会計補正予算の主な事業

件　　名

会  派
議員氏名

佐伯市農業委員会委員の任命につ
いて（候補者山田定男）

議決
結果

反
　対
（
●
）

賛
　成
（
○
）
8 14:

彩　輝　会 志 高 会 自由民主党 公明党 無会派無所属の会南風会

※無所属の会：佐伯を元気にする無所属の会

不同意議 案
第 92 号

〔議員の表決態度の公表〕※賛否が分かれた議案等について掲載しています。※議長（三浦渉）は、通常の過半数議決には表決権がありません。
三
浦
　
　渉

吉
良
　栄
三

髙
司
　政
文

菅
　さ
と
み

井
上
　清
三

西
條
　隆
洋

後
藤
　勇
人

浅
利
美
知
子

佐
藤
　
　元

河
野
　
　豊

矢
野
　幸
正

上
田
　
　徹

御
手
洗
秀
光

福
嶋
　勝
彦

飛
髙
彌
一
郎

森
　三
千
年

坪
根
　大
吉

清
家
　好
文

濵
野
　芳
弘

冨
松
　万
平

塩
月
　健
治

本
田
　房
代

大
野
　達
也

議
長○○●○○○●●●●●○●●●○○●●●●●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
係
の

11
事
業
を
含
む
予
算
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
事
業

・
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
中
小
企
業
支
援
事
業

・
児
童
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
事
業

・
保
育
所
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業

・
佐
伯
の
さ
か
な
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

・
水
産
業
緊
急
支
援
事
業

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

・
学
校
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
事
業

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業

・
補
習
等
の
た
め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
30
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議
案
33
件
、
意
見

書
案
２
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
国
の
補
正
予
算
を
受
け
、
早
期
に
対
応
が
必
要
な
経
費

等
と
し
て
一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号
が
追
加
議
案
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
て
の
議
案
等
が
慎
重
審
議
さ
れ
た
結
果
、
佐
伯
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
に
関
す
る
議
案
第
92
号
以
外
の
議
案
等
は
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

●
賛
成
討
論
（
大
野
達
也
議
員
）

　
議
案
第
92
号
の
候
補
者
を
、
個
人
と
し

て
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
か
ら
外
す
ま

で
に
至
る
理
由
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
例
え
ば
、
農
地
の
転
用
に
つ
い
て
話
が
及

ん
だ
が
、
候
補
者
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、

農
地
の
転
用
は
、
組
織
と
し
て
農
業
委
員
会

が
意
見
を
出
す
も
の
で
あ
り
、
個
人
の
考
え

が
通
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

●
反
対
討
論
（
西
條
隆
洋
議
員
）

　
選
考
委
員
会
の
選
定
に
対
し
全
幅
の
信
頼

を
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
選
考
結
果
を
全

面
的
に
支
持
す
る
考
え
で
は
あ
る
。

　
そ
の
反
面
、
少
し
で
も
疑
義
の
あ
る
案
件

に
対
し
て
は
、
慎
重
審
議
を
期
待
す
る
が
、

同
意
を
与
え
る
立
場
と
し
て
は
、
疑
義
の
部

分
は
確
実
に
ク
リ
ア
に
し
て
ほ
し
い
部
分
で

あ
っ
た
。

●
賛
成
討
論
（
上
田
徹
議
員
）

　
農
業
委
員
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
合
議
体

が
基
本
で
あ
り
、
今
回
の
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
も
、
農
協
や
農
業
団
体
等
の
推
薦
等
で

の
人
選
と
な
っ
て
い
る
。

●
反
対
討
論
（
佐
藤
元
議
員
）

　
農
地
に
お
け
る
違
反
転
用
の
問
題
や
農
地

こんなことを審議しました

６

月

定
例
会
コ
ロ
ナ
対
策
総
額
約
７
億
５
８
０
０
万
円

補
正
予
算
を
可
決
！

５
月
臨
時
会
コ
ロ
ナ
対
策
総
額
約
76
億
円
! !

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

農業委員の選任方法
・市長村長が推薦・募集を実施

・市町村長は、推薦・募集の情報を整理し、公表

・選考委員会による選考、選任議案作成

・市町村議会の同意

・市町村長が任命

利
用
に
つ
い
て
農
地
法
の
改
正
前
後
で
住
民

に
不
公
平
感
が
生
じ
て
い
る
状
況
等
を
４
年

有
余
も
か
け
て
調
査
し
、
佐
伯
市
の
農
業
振

興
の
推
進
を
図
る
よ
う
農
業
委
員
会
に
お
願

い
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
一
向
に
改
善
さ

れ
て
い
な
い
。
現
在
の
農
業
委
員
会
の
中
で

一
番
責
任
の
あ
る
立
場
で
あ
る
。

採
決

　
起
立
に
よ
る
採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
で

同
意
し
な
い
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

特別定額給付金給付事業
約71億650万円

市民一人当たり10万円を給付する事業。
※７月３日時点で99.2％給付済み

観光事業費（新型コロナウイルス感染症対策）
約1億2,738万円

　佐伯エール飯のＰＲ、さいきエールクーポンの発行、さいき
グルメスタンド（ドライブスルー）の設置等により、飲食業者を
対象としたテイクアウト・デリバリー等の情報発信及び消費拡
大を図るとともに、事業者が行う感染防止のための衛生管理に
対する支援を行う事業。

花き（キク）緊急再生産支援事業（新型
コロナウイルス感染症対策）

約567万円
　消費が著しく落ち込んでいるキクの
産地維持のための支援を行う事業。

佐伯のさかな応援プロジェクト事業
（新型コロナウイルス感染症対策）

約2,823万円
　出荷量が落ち込んでいるヒラメ等の
消費回復のための販売促進及び陸上養
殖業者に対する経営支援に要する経
費。

議
案
第
92
号

佐
伯
市
農
業
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　
　
　
　任
命
に
不
同
意

　
５
月
１
日
と
15
日
の
２
回
、
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
長
期
化
が
懸
念
さ
れ
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
市
独
自
の
支

援
策
と
し
て
取
り
組
む
事
業
等
の
予
算
を
計

上
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
、
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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▲米水津エリア光化整備工事における契約工事範囲

▲さいき学校給食センター

意

見

書

教
育
民
生
常
任
委
員
会
予
算
外
議
案
６
件

全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
す

資
格
要
件
の
緩
和
で

人
材
の
確
保
を
！

　

厚
生
労
働
省
が
定
め
る
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
が
一
部
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
を
改
め
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

（
旧
）

　
都
道
府
県
が
行
う
研
修
の
修
了
者
。

（
新
）

　
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
、
中

核
都
市
で
の
研
修
修
了
者
。

質
疑
　
　
大
分
県
の
中
核
都
市
は
大
分

市
に
な
る
が
、
研
修
は
実
施
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
弁
　
　
大
分
市
で
は
現
在
の
と
こ
ろ

実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
他
県
で
の

実
施
状
況
は
ま
だ
確
認
し
て
い
な

い
が
、
児
童
支
援
員
の
確
保
が
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
機

会
を
捉
え
る
よ
う
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
い
き
た
い
。

佐
伯
市
立
学
校

２
学
期
の
始
業
日
８
月
24 
日
に
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の

影
響
に
よ
り
、
佐
伯
市
立
学
校
の
夏
休

み
の
期
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
２
学
期

の
始
業
日
を
８
月
24
日
に
変
更
す
る
こ

と
に
伴
い
、
佐
伯
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
条
例
を
一
部
改
正
し
、
施
行
日
を

改
め
ま
し
た
。

質
疑
　
　
学
校
給
食
に
地
元
の
養
殖
ヒ

ラ
メ
等
の
食
材
を
提
供
す
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁
　
　
食
材
の
提
供
は
決
ま
っ
て
い

る
が
、
具
体
的
な
日
程
や
献
立
等

に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
計
画
す
る

の
で
、
水
産
課
と
も
連
携
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
く
。

ケーブルテレビ佐伯
（CTS）

ＳＣＮ

鶴見
サブセンター

既設同軸設備用光ケーブルを流用
間越地区、芳ケ浦地区

米水津地域（浦代浦、色利浦、宮野浦、竹野浦、小浦）

伝送路設備（光ケーブル）伝送路設備

●
病
院
船
・
災
害
時
多
目
的
支
援

船
の
建
造
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　

趣
旨

　
病
院
船
・
災
害
時
多
目
的
支
援
船
（
以

下
「
病
院
船
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
を
始
め
、
中
国
、
ロ
シ
ア
な

ど
が
保
有
し
て
お
り
、
今
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
も
、
現
地
で
医

療
行
為
を
行
う
な
ど
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
日
本
で
も
、
こ
れ
ま
で
病
院
船
の

必
要
性
が
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
今
日

ま
で
建
造
さ
れ
て
い
な
い
。

　
今
後
、
災
害
等
に
迅
速
か
つ
適
切
に

対
処
す
る
に
は
、
海
上
移
動
に
よ
り
被

災
地
へ
急
行
し
、
医
療
行
為
が
行
え
る

病
院
船
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
に
病
院
船
を
建
造
・
保

有
し
、
大
規
模
災
害
時
や
感
染
症
発
生

な
ど
の
緊
急

時
に
医
療

サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る

体
制
を
早
急

に
整
備
す
る

よ
う
強
く
求

め
る
も
の
で

あ
る
。

●
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の

定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
率
２
分
の
１
復
元
及

び
制
度
の
拡
充
を
図
る
た
め

の
２
０
２
１
年
度
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書

　
　
　

趣
旨

　
将
来
を
担
い
、
社
会
の
基
盤
づ
く
り

に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
は

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
教
育
は
未
来
へ

の
先
行
投
資
で
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
が
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

は
、
憲
法
の
要
請
に
基
づ
く
義
務
教
育

の
根
幹
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
２
０
２
１
年

度
政
府
予
算
編
成
に
お
い
て
、①
少
人
数

学
級（
30
人
以
下
）を
推
進
す
る
こ
と
、②

義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の

負
担
割
合
を
２

分
の
１
に
復
元

す
る
と
と
も
に

制
度
の
拡
充
を

す
る
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
あ

る
。

総
務
常
任
委
員
会

米
水
津
エ
リ
ア
も
光
化
へ

　
今
回
の
整
備
は
、
鶴
見
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
の
整
備
と
米
水
津
エ
リ
ア
の
光

ケ
ー
ブ
ル
の
伝
送
路
の
幹
線
・
支
線
・

家
庭
へ
の
引
き
込
み
設
備
の
整
備
。
ま

た
、
伝
送
路
上
に
設
置
し
た
防
災
カ
メ

ラ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
・
増
設
を
行
い
ま

す
。

　
契
約
先
　
　

　
　
日
本
コ
ム
シ
ス（
株
）
九
州
支
店

　
契
約
金
額

　
　
３
億
５
７
５
２
万
２
０
０
０
円

　
工
期

　
　
令
和
３
年
３
月
15
日
ま
で

質
疑
　
　
間
越
地
区
・
芳
ケ
浦
地
区
の

整
備
計
画
は
。

答
弁
　
　
鶴
見
地
区
の
光
ケ
ー
ブ
ル
の

空
芯
を
利
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
こ
と
が
可
能
な
た
め
、
他
の
米

水
津
地
域
と
同
様
に
令
和
３
年
４

月
か
ら
開
局
で
き
る
。

質
疑
　
　
共
通
設
備
の
防
災
カ
メ
ラ
シ

ス
テ
ム
の
整
備
は
。

答
弁
　
　
現
在
、
佐
伯
市
の
防
災
カ
メ
ラ

は
31
台
。
今
後
、
50
台
に
す
る
予

定
。
今
回
は
、
新
た
に
３
台
整
備

す
る
。
　

予
算
外
議
案
３
件

全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
す

▲元田地区多目的集会施設

建
設
経
済
常
任
委
員
会

女
島
橋
本
体
工
事
に
着
手

　
中
江
川
を
挟
ん
で
、
長
島
区
、
中
の

島
区
と
新
女
島
区
を
結
ぶ
橋
梁
で
、
耐

震
化
対
策
と
し
て
架
け
替
え
を
行
う
工

事
。
令
和
２
年
度
は
中
の
島
側
の
下
部

工
の
橋
台
及
び
護
岸
と
川
の
中
の
橋
脚

を
撤
去
し
、
そ
の
後
、
杭
基
礎
工
事
と

下
部
工
本
体
工
事
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま

す
。

　
契
約
先
　
　

　
　
佐
々
木
・
小
野
明

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
契
約
金
額

　
　
２
億
９
８
８
８
万
１
５
８
３
円

質
疑
　
　工
期
は
い
つ
ま
で
な
の
か
。

答
弁
　
　令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
６
月
25
日
ま
で
の
３
６

０
日
で
あ
る
。

元
田
地
区
多
目
的
集
会
施
設

無
償
譲
渡

　
元
田
地
区
多
目
的
集
会
施
設
は
、
昭

和
62
年
に
建
設
さ
れ
、
地
区
集
会
、
敬

老
会
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
の
ほ
か
、

避
難
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た

が
、
平
成
29
年
の
台
風
18
号
に
よ
り
被

災
し
、
使
用
不
可
能
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
当
該
地
区
か
ら
施
設
の
再
建
を
要

望
す
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
市
と
し

て
も
、
再
建
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
た
こ
と
か
ら
、
佐
伯
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
再
建
後

は
地
区
に
譲
渡
し
、
所
有
・
管
理
を
し

て
も
ら
い
た
い
旨
の
回
答
を
行
い
ま
し

た
。
当
該
地
区
も
了
承
し
た
た
め
、
当

該
施
設
の
無
償
譲
渡
を
行
う
に
当
た

り
、
佐
伯
市
多
目
的
集
会
施
設
等
条
例

を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

予
算
外
議
案
22
件

21
件
を
可
決
・
同
意
す
べ
き
も
の
と
決
す

１
件
を
不
同
意
と
す
べ
き
も
の
と
決
す

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、

２
件
と
も
に
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
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▲米水津エリア光化整備工事における契約工事範囲

▲さいき学校給食センター

意

見

書

教
育
民
生
常
任
委
員
会
予
算
外
議
案
６
件

全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
す

資
格
要
件
の
緩
和
で

人
材
の
確
保
を
！

　

厚
生
労
働
省
が
定
め
る
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
が
一
部
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
を
改
め
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

（
旧
）

　
都
道
府
県
が
行
う
研
修
の
修
了
者
。

（
新
）

　
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
、
中

核
都
市
で
の
研
修
修
了
者
。

質
疑
　
　
大
分
県
の
中
核
都
市
は
大
分

市
に
な
る
が
、
研
修
は
実
施
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
弁
　
　
大
分
市
で
は
現
在
の
と
こ
ろ

実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
他
県
で
の

実
施
状
況
は
ま
だ
確
認
し
て
い
な

い
が
、
児
童
支
援
員
の
確
保
が
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
機

会
を
捉
え
る
よ
う
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
い
き
た
い
。

佐
伯
市
立
学
校

２
学
期
の
始
業
日
８
月
24 
日
に
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の

影
響
に
よ
り
、
佐
伯
市
立
学
校
の
夏
休

み
の
期
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
２
学
期

の
始
業
日
を
８
月
24
日
に
変
更
す
る
こ

と
に
伴
い
、
佐
伯
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
条
例
を
一
部
改
正
し
、
施
行
日
を

改
め
ま
し
た
。

質
疑
　
　
学
校
給
食
に
地
元
の
養
殖
ヒ

ラ
メ
等
の
食
材
を
提
供
す
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁
　
　
食
材
の
提
供
は
決
ま
っ
て
い

る
が
、
具
体
的
な
日
程
や
献
立
等

に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
計
画
す
る

の
で
、
水
産
課
と
も
連
携
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
く
。

ケーブルテレビ佐伯
（CTS）

ＳＣＮ

鶴見
サブセンター

既設同軸設備用光ケーブルを流用
間越地区、芳ケ浦地区

米水津地域（浦代浦、色利浦、宮野浦、竹野浦、小浦）

伝送路設備（光ケーブル）伝送路設備

●
病
院
船
・
災
害
時
多
目
的
支
援

船
の
建
造
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　

趣
旨

　
病
院
船
・
災
害
時
多
目
的
支
援
船
（
以

下
「
病
院
船
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
を
始
め
、
中
国
、
ロ
シ
ア
な

ど
が
保
有
し
て
お
り
、
今
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
も
、
現
地
で
医

療
行
為
を
行
う
な
ど
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
日
本
で
も
、
こ
れ
ま
で
病
院
船
の

必
要
性
が
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
今
日

ま
で
建
造
さ
れ
て
い
な
い
。

　
今
後
、
災
害
等
に
迅
速
か
つ
適
切
に

対
処
す
る
に
は
、
海
上
移
動
に
よ
り
被

災
地
へ
急
行
し
、
医
療
行
為
が
行
え
る

病
院
船
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
に
病
院
船
を
建
造
・
保

有
し
、
大
規
模
災
害
時
や
感
染
症
発
生

な
ど
の
緊
急

時
に
医
療

サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る

体
制
を
早
急

に
整
備
す
る

よ
う
強
く
求

め
る
も
の
で

あ
る
。

●
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の

定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
率
２
分
の
１
復
元
及

び
制
度
の
拡
充
を
図
る
た
め

の
２
０
２
１
年
度
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書

　
　
　

趣
旨

　
将
来
を
担
い
、
社
会
の
基
盤
づ
く
り

に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
は

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
教
育
は
未
来
へ

の
先
行
投
資
で
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
が
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

は
、
憲
法
の
要
請
に
基
づ
く
義
務
教
育

の
根
幹
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
２
０
２
１
年

度
政
府
予
算
編
成
に
お
い
て
、①
少
人
数

学
級（
30
人
以
下
）を
推
進
す
る
こ
と
、②

義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の

負
担
割
合
を
２

分
の
１
に
復
元

す
る
と
と
も
に

制
度
の
拡
充
を

す
る
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
あ

る
。

総
務
常
任
委
員
会

米
水
津
エ
リ
ア
も
光
化
へ

　
今
回
の
整
備
は
、
鶴
見
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
の
整
備
と
米
水
津
エ
リ
ア
の
光

ケ
ー
ブ
ル
の
伝
送
路
の
幹
線
・
支
線
・

家
庭
へ
の
引
き
込
み
設
備
の
整
備
。
ま

た
、
伝
送
路
上
に
設
置
し
た
防
災
カ
メ

ラ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
・
増
設
を
行
い
ま

す
。

　
契
約
先
　
　

　
　
日
本
コ
ム
シ
ス（
株
）
九
州
支
店

　
契
約
金
額

　
　
３
億
５
７
５
２
万
２
０
０
０
円

　
工
期

　
　
令
和
３
年
３
月
15
日
ま
で

質
疑
　
　
間
越
地
区
・
芳
ケ
浦
地
区
の

整
備
計
画
は
。

答
弁
　
　
鶴
見
地
区
の
光
ケ
ー
ブ
ル
の

空
芯
を
利
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
こ
と
が
可
能
な
た
め
、
他
の
米

水
津
地
域
と
同
様
に
令
和
３
年
４

月
か
ら
開
局
で
き
る
。

質
疑
　
　
共
通
設
備
の
防
災
カ
メ
ラ
シ

ス
テ
ム
の
整
備
は
。

答
弁
　
　
現
在
、
佐
伯
市
の
防
災
カ
メ
ラ

は
31
台
。
今
後
、
50
台
に
す
る
予

定
。
今
回
は
、
新
た
に
３
台
整
備

す
る
。
　

予
算
外
議
案
３
件

全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
す

▲元田地区多目的集会施設

建
設
経
済
常
任
委
員
会

女
島
橋
本
体
工
事
に
着
手

　
中
江
川
を
挟
ん
で
、
長
島
区
、
中
の

島
区
と
新
女
島
区
を
結
ぶ
橋
梁
で
、
耐

震
化
対
策
と
し
て
架
け
替
え
を
行
う
工

事
。
令
和
２
年
度
は
中
の
島
側
の
下
部

工
の
橋
台
及
び
護
岸
と
川
の
中
の
橋
脚

を
撤
去
し
、
そ
の
後
、
杭
基
礎
工
事
と

下
部
工
本
体
工
事
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま

す
。

　
契
約
先
　
　

　
　
佐
々
木
・
小
野
明

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
契
約
金
額

　
　
２
億
９
８
８
８
万
１
５
８
３
円

質
疑
　
　工
期
は
い
つ
ま
で
な
の
か
。

答
弁
　
　令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
６
月
25
日
ま
で
の
３
６

０
日
で
あ
る
。

元
田
地
区
多
目
的
集
会
施
設

無
償
譲
渡

　
元
田
地
区
多
目
的
集
会
施
設
は
、
昭

和
62
年
に
建
設
さ
れ
、
地
区
集
会
、
敬

老
会
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
の
ほ
か
、

避
難
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た

が
、
平
成
29
年
の
台
風
18
号
に
よ
り
被

災
し
、
使
用
不
可
能
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
当
該
地
区
か
ら
施
設
の
再
建
を
要

望
す
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
市
と
し

て
も
、
再
建
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
た
こ
と
か
ら
、
佐
伯
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
再
建
後

は
地
区
に
譲
渡
し
、
所
有
・
管
理
を
し

て
も
ら
い
た
い
旨
の
回
答
を
行
い
ま
し

た
。
当
該
地
区
も
了
承
し
た
た
め
、
当

該
施
設
の
無
償
譲
渡
を
行
う
に
当
た

り
、
佐
伯
市
多
目
的
集
会
施
設
等
条
例

を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

予
算
外
議
案
22
件

21
件
を
可
決
・
同
意
す
べ
き
も
の
と
決
す

１
件
を
不
同
意
と
す
べ
き
も
の
と
決
す

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、

２
件
と
も
に
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た

5



一般質問
６月16、17、18日

※一般質問の掲載について
　一般質問の記事は、議員の責任
において、本人が質問・答弁の原
稿を作成しています。その内容に
相違がないときは原則として原文
のまま掲載しています。
　なお、一般質問の掲載順序は紙
面の都合上、質問順とは異なりま
す。

質  問  者 質　問　の　要　旨
１．新型コロナウイルス対策について
２．国道388号について
３．市道真浦４号線について
４．畑野浦地区の治山事業について
５．尾浦漁港の整備について
１．令和２年度の人事について
２．本市の市有林（直営分）について
１．ワーケーションの推進について
２．市職員のテレワークについて
３．フェニックスの木について
４．大入島観光フェリーについて
１．福祉政策について
１．小・中学校、幼稚園の再開について
２．新型コロナウイルス感染症対策による日常生活の変化について
３．暗所視支援眼鏡について
４．こころの体温計について
１．女島岸壁の利活用について
２．食料危機問題について
１．5G（第５世代移動通信システム）の利活用について
２．幼稚園、小・中学校のアフターコロナについて
１．第一次産業の振興について
２．有機農業の推進について
３．教育行政について
１．新型コロナウイルス感染症の対策について
１．新型コロナウイルスに関する対策について
２．死亡手続専用窓口（おくやみコーナー）の設置について
３．有機農業の推進について
１．避難と感染症対策について
２．さいき創生について
１．米水津色利浦地区における農地耕作条件改善事業について
２．鳥獣被害に対する人材確保について
３．新型コロナウイルス感染症に対する取組について
１．森林環境譲与税の活用事業について
２．固定資産税の評価替えについて
１．市民文化の創造について
１．大規模風力発電所について
２．国民健康保険の諸問題について

塩月　健治

矢野　幸正

大野　達也

井上　清三

浅利美知子

菅　さとみ

河野　　豊

御手洗秀光

後藤　勇人

本田　房代

佐藤　　元

西條　隆洋

吉良　栄三

冨松　万平

髙司　政文
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６月16、17、18日
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２．市職員のテレワークについて
３．フェニックスの木について
４．大入島観光フェリーについて
１．福祉政策について
１．小・中学校、幼稚園の再開について
２．新型コロナウイルス感染症対策による日常生活の変化について
３．暗所視支援眼鏡について
４．こころの体温計について
１．女島岸壁の利活用について
２．食料危機問題について
１．5G（第５世代移動通信システム）の利活用について
２．幼稚園、小・中学校のアフターコロナについて
１．第一次産業の振興について
２．有機農業の推進について
３．教育行政について
１．新型コロナウイルス感染症の対策について
１．新型コロナウイルスに関する対策について
２．死亡手続専用窓口（おくやみコーナー）の設置について
３．有機農業の推進について
１．避難と感染症対策について
２．さいき創生について
１．米水津色利浦地区における農地耕作条件改善事業について
２．鳥獣被害に対する人材確保について
３．新型コロナウイルス感染症に対する取組について
１．森林環境譲与税の活用事業について
２．固定資産税の評価替えについて
１．市民文化の創造について
１．大規模風力発電所について
２．国民健康保険の諸問題について

塩月　健治

矢野　幸正

大野　達也

井上　清三

浅利美知子

菅　さとみ

河野　　豊

御手洗秀光

後藤　勇人

本田　房代

佐藤　　元

西條　隆洋

吉良　栄三

冨松　万平

髙司　政文

　
大
野
　
達
也

新
し
い
働
き
方
の
受
け
皿
に

　
矢
野
　
幸
正

市
有
林
（
直
営
分
）
の

売
却
処
分
で
財
源
確
保
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
は
‼

塩
月
　
健
治

	

　
国
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
る
。

　
　

（
※
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
ワ
ー
ク
（
仕
事
）

と
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
休
暇
）
を
組
み
合
わ
せ
た
造

語
。
）

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
、
場
所
に
捉
わ
れ
な

い
働
き
方
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
が
急
速
に
普
及
し
、
企

業
の
働
き
方
に
は
、
家
庭
生
活
と
の
調
和
「
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
が
求
め
ら
れ
、
人
々
の
意
識
や

社
会
の
在
り
方
が
変
わ
り
始
め
て
い
る
。

　
　
　

市
は
観
光
産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境
は
ど
の
よ
う
な
現
状
か
。

	

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
働
き
な
が
ら
休
暇
取
得
を
行

う
仕
組
み
で
、
有
名
な
観
光
地
、
豪
華
な
施
設
を
求

め
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
心
地
の
良
い
第
３
の
居
場

所
で
仕
事
を
行
い
、
適
度
な
距
離
感
を
持
っ
た
人
間

関
係
と
、
交
流
の
中
で
新
た
な
価
値
の
発
見
や
学
び

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

本
市
の
現
状
と
し
て
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要

と
な
る
Ｗ
ｉ
‒
Ｆ
ｉ
環
境
に
つ
い
て
は
、
市
内
に
あ

る
５
つ
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
う
ち
、「
う
め
キ
ャ
ン
プ

村
」
の
み
の
整
備
で
あ
る
。

　
　
　

今
後
は
、
市
内
キ
ャ
ン
プ
施
設
に
Ｗ
ｉ
‒
Ｆ
ｉ
等

の
通
信
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。
同
時
に
、
他

の
既
存
施
設
を
活
用
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
利
用
促
進
を
行
い
、
長
期

滞
在
者
の
誘
客
を
図
り
、
将
来
に
向
け
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
対
応
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

問答

	

　
本
市
の
市
有
林
の
面
積
と
伐
期
及
び
材
積
に
つ
い

て
問
う
。

	

　

市
有
林
の
面
積
は
、
１
８
７
０
ha
。
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
の
人
工
林
の
約
９
割
が
標
準
伐
期
齢
に
達
し
て
い

る
。
材
積
は
、
約
33
万
㎥
で
あ
る
。

	

　
市
有
林
の
資
産
価
値
に
つ
い
て
問
う
。

	

　

立
木
の
資
産
価
値
は
、
約
３
億
７
９
０
０
万
円
。

土
地
の
価
格
は
、
約
２
億
４
３
０
０
万
円
。
合
計
資

産
価
値
は
、
約
６
億
２
２
０
０
万
円
。

	
　
財
政
状
況
の
悪
化
に
よ
り
、
佐
伯
市
行
政
経
営
推

進
プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
プ
ラ
ン
に
は

市
有
林
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
予
防
対
策
等
に
多
額
の
単
費
が
投
入
さ
れ

て
い
る
。
財
源
確
保
の
一
環
と
し
て
市
有
林
を
売
却

し
、
売
却
益
を
様
々
な
事
業
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
に

基
金
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

	

　

売
却
処
分
に
つ
い
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
米
中
貿
易
摩
擦
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
木
材
価
格
は
下
落

し
て
い
る
が
、
市
場
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
市
有

林
の
売
却
処
分
に
取
り
組
む
考
え
で
あ
る
。
今
後
、

計
画
的
な
売
却
益
を
見
込
め
る
状
況
に
な
れ
ば
基
金

化
も
含
め
有
効
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
取
り
組
む

考
え
で
あ
る
。

問答問答問答

	

　
特
別
定
額
給
付
金
の
対
象
外
で
あ
る
令
和
２
年
４

月
28
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ

て
く
る
新
生
児
に
対
し
、
佐
伯
市
独
自
策
と
し
て
、

10
万
円
を
給
付
す
る
支
援
は
。

	

　

家
計
へ
の
影
響
も
出
て
い
る
が
、
特
別
定
額
給
付

金
や
児
童
手
当
の
増
額
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
新
生
児
に
10
万
円
給
付
す
る
支
援
は

考
え
て
い
な
い
。

	

　
水
産
業
へ
の
支
援
策
は
。

	

　

ブ
リ
類
を
含
め
た
消
費
拡
大
策
と
し
て
、
小
売
り

向
け
の
商
品
開
発
や
製
造
に
必
要
な
施
設
整
備
の
支

援
、
県
や
漁
協
と
連
携
し
て
、
水
産
物
の
県
内
学
校

給
食
で
の
活
用
や
都
市
部
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
取
り
組
み
、
販
路
の
拡
大
に
対
す
る
支
援
を

強
化
す
る
。

問答問答

▲ 養殖いかだ
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学
校
再
開
に
当
た
っ
て
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
防
止
対
策
を
問
う
。

	

　

毎
朝
の
検
温
と
健
康
観
察
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手

洗
い
、
換
気
の
徹
底
、
身
体
距
離
の
確
保
、
校
内
の

消
毒
な
ど
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
「
学
校
再
開
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
等
に
従
い
、
感
染
予
防
対
策
を
行
っ
て
い

る
。

	

　
長
期
の
休
校
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
、
不
安
な

ど
抱
え
て
い
る
。
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
を
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か
を
問
う
。

	

　

子
ど
も
に
疲
れ
や
体
調
不
良
等
が
見
ら
れ
た
た

め
、
全
校
に
「
ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
」
を
指
示
し
、
穏

や
か
な
学
校
生
活
を
再
開
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
。

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
面
談
で
、
心
の

ケ
ア
に
丁
寧
に
取
り
組
み
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
も
連
携
し
対
応
し
て
い
る
。

	

　

学
習
の
遅
れ
や
学
力
確
保
に
向
け
た
対
策
を
問

う
。

	

　

夏
季
休
業
を
８
月
８
日
か
ら
23
日
ま
で
の
16
日
間

に
短
縮
し
、
13
日
間
分
の
授
業
時
数
を
確
保
し
た
。

ま
た
、
学
習
の
遅
れ
が
生
じ
な
い
よ
う
に
各
学
校
が

工
夫
し
、
丁
寧
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

問答問答問答

井
上
　
清
三

浅
利
　
美
知
子

一
人
、
ひ
と
り
の
子
ど
も
に

寄
り
添
っ
て
！

特
定
健
診
受
診
率
向
上
に

つ
い
て

	

　
国
民
の
健
康
維
持
を
図
り
、
将
来
の
医
療
費
抑
制

の
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
内

臓
脂
肪
型
肥
満
は
、
高
血
糖
、
高
血
圧
や
脂
質
異
常

を
引
き
起
こ
す
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な

る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。
そ
の
予
防
策
と
し
て
特
定

健
診
の
受
診
率
向
上
を
推
進
し
て
い
る
が
、
佐
伯
市

は
令
和
２
年
度
か
ら
健
診
日
を
７
日
削
減
し
、
健
診

が
今
ま
で
の
よ
う
に
地
域
で
受
け
ら
れ
な
い
。
理
由

は
車
１
台
に
20
万
円
か
か
る
な
ど
予
算
の
問
題
と
考

え
る
が
、今
回
、旧
町
村
部
で
15
会
場
が
削
減
さ
れ
、

近
隣
の
20
地
区
と
合
わ
せ
る
と
約
２
千
人
が
そ
の
対

象
と
な
る
。
特
定
健
診
に
か
か
る
経
費
は
、
国
が
３

分
の
１
、
県
が
３
分
の
１
、
残
り
は
保
険
者
の
保
険

料
か
ら
賄
う
た
め
、市
の
財
政
に
は
影
響
し
な
い
が
、

受
診
率
は
下
が
る
と
推
測
す
る
。
ま
た
、
財
政
難
で

行
革
を
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
全
て
の
事
務
事
業
や
指

定
管
理
施
設
等
の
評
価
・
見
直
し
を
行
い
、
次
に
行

革
に
至
っ
た
責
任
で
執
行
部
、
三
役
あ
る
い
は
議
員

等
を
含
ん
だ
報
酬
の
見
直
し
な
ど
に
着
手
し
、
最
後

に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
、
負
担
へ
の
協
力
を
依
頼

す
べ
き
で
あ
る
。
前
段
の
部
分
を
後
回
し
に
し
て
、

い
き
な
り
早
期
発
見
あ
る
い
は
早
期
治
療
、
市
民
の

病
気
、
命
に
繋
が
る
健
診
に
し
わ
寄
せ
が
く
る
こ
と

は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
考
え
を
問
う
。

	

　

今
後
は
、
健
診
に
行
き
に
く
い
方
た
ち
に
き
め
細

や
か
な
相
談
や
訪
問
を
行
う
。
不
便
に
な
る
方
も
い

る
と
思
う
が
、
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

問答

▲ 学校でも感染予防対策として手洗いを実施 ▲ 住民健診の様子
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
も
た
ら
し
た
第
一
次
産

業
へ
の
影
響
（
損
害
）
と
今
後
の
対
応
は
。

	

　

第
一
次
産
業
の
損
害
は
、
現
時
点
で
少
な
く
と
も

約
４
億
２
０
０
０
万
円
と
推
計
さ
れ
る
。農
業
で
は
、

全
般
的
に
花
き
の
需
要
が
低
迷
し
て
い
る
。
本
市
の

主
要
品
目
で
あ
る
菊
は
、
４
月
の
市
場
売
上
げ
が
前

年
の
43
％
に
落
ち
込
み
、著
し
い
影
響
が
出
て
い
る
。

蒲
江
花
き
団
地
を
中
心
に
緊
急
支
援
策
を
講
じ
た
。

今
後
は
、
野
菜
・
花
き
・
果
実
・
茶
・
畜
産
関
係
も

影
響
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
林
業
で

は
、
木
材
流
通
の
停
滞
に
よ
り
主
伐
が
抑
制
さ
れ
、

伐
採
作
業
員
の
雇
用
が
失
わ
れ
る
事
態
が
想
定
さ
れ

る
の
で
、
木
材
出
荷
を
伴
わ
な
い
造
林
事
業
に
シ
フ

ト
す
る
施
策
を
講
じ
た
。
今
後
は
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
財
源
と
し
た
除
伐
・
間
伐
、
路
網
整
備
等
の
雇

用
確
保
に
取
り
組
む
ほ
か
、
県
等
と
連
携
し
て
大
分

材
販
路
拡
大
に
取
り
組
む
。
水
産
業
で
は
、
全
国
的

に
高
級
魚
の
需
要
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
本

市
の
ヒ
ラ
メ
や
ト
ラ
フ
グ
な
ど
の
陸
上
養
殖
業
は
厳

し
い
経
営
環
境
に
直
面
し
て
い
る
。
今
後
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
本
市
の
学
校
給
食
に
養
殖
ヒ
ラ
メ
の

提
供
に
要
す
る
経
費
等
を
今
議
会
に
提
案
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
大
分
県
知
事
に
対
し
て
ヒ
ラ
メ
や
ブ

リ
等
の
全
県
下
の
給
食
へ
の
利
用
を
要
望
し
、
県
予

算
に
反
映
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問答

　
御
手
洗
　
秀
光

第
一
次
産
業
の
振
興
を
‼

	

　
昨
年
８
月
に
市
役
所
で
開
催
さ
れ
た
５
Ｇ
に
関
す

る
講
演
会
後
に
佐
伯
市
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
の
間
で

連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
進

展
状
況
を
問
う
。

	

　

講
演
会
後
の
令
和
元
年
９
月
に
「
ド
コ
モ
オ
ー
プ

ン
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
申
し
込
み
を
行

い
、
５
Ｇ
の
利
活
用
に
向
け
た
勉
強
を
し
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
参
加
団
体
で
あ
る
佐
伯

市
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
か
ら
５
Ｇ
の
技
術
に
関
す
る

情
報
や
、
５
Ｇ
パ
ー
ト
ナ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
意
見
交
換
、
５
Ｇ
技
術
の
接

続
環
境
の
体
感
な
ど
、
無
償
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
さ
れ

る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
の
連
携
に
よ
り
、
最
新
情
報

も
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
市
に
と
っ
て

効
果
的
な
５
Ｇ
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
模
索
し
て

い
る
。

	

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
の
連
携
に
関
す
る
今
後
の
市
の

方
針
を
問
う
。

	

　

地
域
課
題
の
解
決
に
５
Ｇ
の
活
用
を
検
討
す
る
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
の
連
携
は
始
ま
っ
て
い
る
が
、
取
り

組
み
事
例
や
実
績
が
全
国
的
に
も
少
な
い
中
、
本
市

で
の
導
入
の
見
通
し
は
ま
だ
つ
い
て
い
な
い
状
況

で
、
引
き
続
き
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
に
御
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
効
果
的
な
５
Ｇ
活
用
事
業
の
導
入
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

問答問答

河
野
　
豊

５
Ｇ
（
第
５
世
代
移
動
通
信

シ
ス
テ
ム
の
利
活
用
）
に
つ
い
て

	

　
中
国
発
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

る
世
界
的
な
食
料
危
機
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。
ス
ー
パ
ー
の
商
品
が
７
割
無
く
な
る
、
買
い
物

難
民
の
増
加
等
の
影
響
に
よ
る
栄
養
失
調
な
ど
が
懸

念
さ
れ
る
。
食
料
危
機
に
備
え
て
、
自
給
自
足
で
食

物
を
生
産
し
一
時
的
に
も
危
機
を
回
避
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
本
市
の
食
料
自
給
率
を
高
め
る
た

め
の
見
解
を
問
う
。

	

　

有
機
農
業
版
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
開
講
の
準

備
、
水
産
業
の
担
い
手
確
保
等
、
生
産
現
場
や
関
係

機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

	

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
機
に
、
都
市
部
に

住
む
こ
と
に
不
安
を
覚
え
、
暮
ら
し
方
を
考
え
る

方
々
が
増
え
て
お
り
、
新
規
就
農
者
を
始
め
農
業
の

担
い
手
確
保
対
策
に
お
い
て
、
新
た
な
追
い
風
が
吹

い
て
い
る
。
今
こ
そ
、
自
然
豊
か
な
佐
伯
市
の
魅
力

を
発
信
し
、
地
方
回
帰
、
田
園
回
帰
の
動
き
に
迅
速

に
対
応
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
る
が
、
市
の
考
え

を
問
う
。

	

　

新
規
就
農
者
を
更
に
増
や
す
た
め
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
田
園
回
帰
の
動
き
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
特
に
若
い
世
代
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
配
信

や
新
規
就
農
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
収
録
し
た
動
画

等
の
情
報
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
移
住
、
就
農
に
導

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

菅
　
さ
と
み

迫
り
く
る
食
料
危
機
か
ら

市
民
を
守
る
備
え
を
‼
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市
長
の
「
３
年
種
ま
き
」
の
成
果
に
つ
い
て
。

	

　

７
つ
の
政
策
分
野
に
種
を
ま
き
、
開
花
に
向
け
て

概
ね
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
　
　

具
体
的
に
は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
、
避
難

行
動
要
支
援
者
に
対
す
る
避
難
個
別
計
画
の
策
定
。

ま
た
、
東
九
州
自
動
車
道
の
４
車
線
化
、
佐
伯
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
の
光
化

と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
。
保
健
医
療
福
祉
分
野
に

つ
い
て
は
、
地
域
医
療
体
制
の
維
持
に
向
け
た
医
師

確
保
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
な
ど
。
地
域
産
業
の

振
興
に
つ
い
て
は
、
有
機
農
業
の
推
進
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
水
産
業
へ
の
支
援
な
ど
。
観
光
分
野
に
つ

い
て
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
の
実
現
、
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
に
関
し
て
も
着
実
な
成
果
が
出
て
い
る
も
の
と
感

じ
て
い
る
。

	

　
本
市
の
財
源
対
策
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
対
応
、
生
活

交
通
体
系
の
今
後
に
つ
い
て
。

	

　

財
源
対
策
は
、
人
件
費
及
び
公
債
費
の
抑
制
等
で

歳
出
削
減
に
努
め
る
。
市
民
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
業

務
の
効
率
化
及
び
改
善
を
図
り
、
職
員
の
生
産
性
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
、
人
的
・
財
政
的
資

源
を
新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
投
入
し
て
い
く
。
ま
た

生
活
交
通
体
系
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
の
移
動
手
段
を
確
保
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
路
線
を
増
や
し

た
。
今
後
も
平
均
乗
車
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問答問答

佐
藤
　
元

さ
い
き
創
生
に
つ
い
て

	

　
巣
籠
も
り
消
費
や
外
出
の
自
粛
に
よ
る
家
屋
の
片

付
け
等
で
可
燃
ご
み
や
不
燃
ご
み
の
量
が
増
加
し
た

の
か
。

	

　

家
庭
ご
み
に
つ
い
て
、
前
年
１
月
か
ら
５
月

実
績
で
比
較
す
る
と
、
件
数
は
２
万
５２
件
か
ら

２
万
２
９
８
０
件
と
増
加
し
、
処
理
量
も
７
８
４
３

ｔ
か
ら
７
９
５
５
ｔ
へ
と
１
・
４
％
増
加
し
て
い
る
。

特
に
家
屋
の
片
付
け
に
よ
る
影
響
は
大
き
く
、
エ
コ

セ
ン
タ
ー
番
匠
へ
の
自
己
搬
入
分
は
１
万
５
０
０
０

件
か
ら
１
万
８
０
０
０
件
と
大
幅
に
増
加
し
て
お

り
、
不
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み
の
処
理
量
も
１
４
７
ｔ

増
加
し
て
い
る
。

	

　

ご
み
収
集
に
対
す
る
作
業
員
の
感
染
防
止
対
策

は
。

	

　

収
集
作
業
員
の
感
染
防
止
対
策
は
、
家
庭
ご
み
収

集
委
託
業
者
と
事
業
系
ご
み
の
許
可
業
者
に
対
し
、

安
定
し
た
業
務
の
継
続
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
併

せ
て
手
袋
と
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒
な
ど
の
感

染
対
策
を
と
る
よ
う
通
知
し

て
い
る
。
特
に
、
市
民
生
活

へ
の
影
響
が
大
き
い
家
庭
ご

み
の
収
集
委
託
業
者
に
対
し

て
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

や
マ
ス
ク
を
貸
与
す
る
な
ど

の
感
染
予
防
対
策
を
行
っ
て

い
る
。

問答問答

後
藤
　
勇
人

不
要
不
急
の
持
込
み
は

や
め
て
！

	

　
死
亡
に
伴
う
手
続
き
は
、
複
数
課
に
ま
た
が
っ
て

お
り
、
同
様
の
内
容
を
何
度
も
記
入
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
死
亡
手
続
専
用
窓
口
（
お
く
や

み
コ
ー
ナ
ー
）
を
設
置
し
、
死
亡
に
関
す
る
手
続
き

に
必
要
な
関
係
書
類
の
作
成
補
助
や
担
当
職
員
が
順

次
コ
ー
ナ
ー
に
出
向
い
て
手
続
き
を
完
了
す
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
考
え
は
な
い
か
。

	

　

本
市
に
お
け
る
窓
口
業
務
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
建
設
の
際
に
議
論
・
研
究
し
、

本
庁
舎
１
階
２
階
に
窓
口
関
係
課
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し

た
「
関
係
課
統
合
方
式
」
を
採
用
し
て
い
る
。「
死

亡
届
提
出
に
伴
う
手
続
き
」
に
つ
い
て
は
、
関
係
14

課
で
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、
昨
年
の
11
月
か
ら
事

務
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　

死
亡
届
が
提
出
さ
れ
る
と
、
関
係
課
が
必
要
な
手

続
き
を
確
認
し
、
故
人
ご
と
に
ま
と
め
た
「
手
続
き

一
覧
表
」
を
作
成
し
て
い
る
。
遺
族
が
手
続
き
に
来

庁
し
た
際
に
、
こ
の
一
覧
表
を
渡
し
庁
内
を
御
案
内

し
て
る
。
各
窓
口
も
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
書
類
を
準

備
し
、
手
続
き
時
間
の
短
縮
を
図
る
と
と
も
に
、
遺

族
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　

専
用
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
遺
族
が
窓
口
を

移
動
す
る
必
要
が
な
い
一
方
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や

専
門
職
員
の
配
置
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
ほ
か
常
時
対

応
可
能
な
職
員
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。
当
面
は
、
現
在
の
方
式
を
継
続
し
な
が

ら
事
務
改
善
に
努
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問答

死
亡
手
続
専
用
窓
口
の

設
置
を
！

本
田
　
房
代
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令
和
元
年
度
に
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
未

整
備
森
林
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
調
査

結
果
は
。

	

　

令
和
元
年
度
に
行
っ
た
調
査
に
よ
り
、
未
整
備

森
林
を
地
図
デ
ー
タ
上
で
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
未
整
備
森
林
の
候
補
地
を
抽
出
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
本
市
の
民
有
林

６
万
４
３
０
４
ha
の
う
ち
、
経
営
管
理
さ
れ
て
い
る

森
林
は
３
万
８
６
０
０
ha
で
、
未
整
備
森
林
候
補
地

は
２
万
５
７
０
４
ha
と
推
計
さ
れ
、
約
40
％
の
割
合

を
占
め
て
い
る
。

	

　
近
年
で
は
家
屋
の
背
後
地
や
道
路
等
に
隣
接
し
た

自
然
林
等
が
巨
木
化
し
、
台
風
等
の
風
水
害
に
よ
り

倒
木
等
の
災
害
事
故
が
心
配
さ
れ
る
。
ま
た
、
土
地

所
有
者
も
高
齢
化
す
る
中
で
、
労
力
負
担
や
経
費
負

担
等
に
よ
り
、
自
然
林
ま
で
は
手
入
れ
が
行
き
届
い

て
い
な
い
状
況
で
も
あ
る
。

　
　
　
防
災
の
観
点
か
ら
も
、
災
害
に
つ
な
が
る
危
険
林

の
除
伐
に
つ
い
て
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
す
る

な
ど
、
何
ら
か
の
行
政
支
援
が
で
き
な
い
か
。

	

　

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
危
険
林
の
対
策
に

つ
い
て
は
、
単
木
の
処
理
に
財
源
を
充
て
る
の
は
難

し
い
と
考
え
る
が
、
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
森

林
や
、
災
害
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
林
に

対
し
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
趣
旨
を
踏
ま
え
森

林
整
備
事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

問答問答

吉
良
　
栄
三

森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
活
用
と

森
林
整
備
の
充
実
を
！

	

　
新
し
い
生
活
様
式
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

	

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
予
防

に
は
、「
新
し
い
生
活
様
式
」の
定
着
が
重
要
で
あ
る
。

市
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
市

の
保
健
師
が
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
、
７
月
号
の
市
報
で
も
お
知
ら
せ

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
の
施
設
等
に
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
市
民
の
皆
様
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
保
健
師
に
よ
る
健

康
相
談
や
健
康
教
室
な
ど
で
話
を
伺
い
、
必
要
に
応

じ
て
感
染
予
防
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
行
っ
て

い
る
。

	

　
市
が
管
理
す
る
施
設
ト
イ
レ
・
公
衆
ト
イ
レ
等
の

感
染
防
止
策
に
つ
い
て
問
う
。

	

　

ト
イ
レ
の
数
は
、
洋
式
ト
イ
レ
１
９
７
０
基
で
、

そ
の
う
ち
飛
ま
つ
感
染
防
止
に
必
要
な
蓋
付
き
が

１
８
０
２
基
、蓋
の
な
い
も
の
が
１
６
８
基
で
あ
る
。

感
染
防
止
の
対
策
に
つ
い
て
は
施
設
に
よ
っ
て
違
い

が
あ
る
が
、
主
な
も
の
と
し
て
定
期
的
な
清
掃
の
ほ

か
、
施
設
の
消
毒
、
手
指
消
毒
液
や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
の
設
置
、
ハ
ン
ド
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
停
止
、
換
気
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
全
て
の
ト
イ
レ
で
一

律
の
対
策
は
困
難
な
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
感
染
防

止
対
策
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
手
洗
い
の
励
行
の

啓
発
等
に
努
め
て
い
く
。

問答問答

西
條
　
隆
洋

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

第
２
波
に
備
え
て
‼

▲ 蓋なしの洋式トイレ▲ 倒木により道路が通行困難に
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３
か
所
の
風
力
発
電
所
の
概
要
を
問
う
。

	

　
（
仮
称
）
四
浦
半
島
風
力
発
電
事
業
は
、
四
浦
半

島
に
、
高
さ
約
１
５
０
ｍ
、
出
力
４
３
０
０
kW
の
風

力
発
電
機
を
最
大
15
基
、
面
積
約
２
５
６
ha
に
設
置

す
る
計
画
。（
仮
称
）
彦
岳
風
力
発
電
事
業
は
、
尺

間
地
域
か
ら
彦
岳
に
わ
た
り
、
高
さ
約
２
０
０
ｍ
、

出
力
５
５
０
０
kW
の
風
力
発
電
機
を
最
大
31
基
、
面

積
約
１
１
９
７
ha
に
設
置
す
る
計
画
。（
仮
称
）
大

分
南
風
力
発
電
事
業
は
、
主
に
本
匠
地
域
に
、
高
さ

約
１
４
５
ｍ
、
出
力
４
２
０
０
kW
の
風
力
発
電
機
を

最
大
18
基
、
面
積
約
４
８
７
ha
に
設
置
す
る
計
画
で

あ
る
。

	

　
こ
の
計
画
に
対
す
る
市
の
見
解
を
問
う
。

	

　

風
力
発
電
は
周
辺
の
自
然
環
境
や
景
観
等
、
住
民

生
活
と
共
存
す
べ
き
で
、
地
元
住
民
の
理
解
な
く
し

て
成
り
立
た
な
い
。
大
分
県
か
ら
環
境
影
響
評
価
調

査
に
伴
う
意
見
を
求
め
ら
れ
、
３
つ
の
事
業
計
画
の

う
ち
、
四
浦
半
島
風
力
発
電
、
彦
岳
風
力
発
電
は
、

環
境
等
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
判
断
し
、
反
対

の
立
場
で
意
見
を
表
明
し
て
い
る
。

	

　
市
独
自
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
問
う
。

	

　

３
つ
の
風
力
発
電
事
業
の
動
き
や
市
民
か
ら
の
相

談
も
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
市
民
生
活
の

共
存
が
可
能
な
条
例
制
定
に
取
り
組
み
た
い
。

問答問答問答

佐
伯
市
に
３
か
所
の
大
規
模

風
力
発
電
所
計
画
が
！髙

司
　
政
文

文
化
芸
術
の
薫
る

　
　
ま
ち
づ
く
り
を
！冨

松
　
万
平

	

　
文
化
芸
術
の
振
興
を
進
め
て
い
く
上
で
の
市
の
方

針
に
つ
い
て
問
う
。

	

　

今
年
度
、
本
市
初
と
な
る
文
化
芸
術
振
興
計
画
を

作
成
す
る
。
計
画
で
は
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
と
ど

ま
ら
ず
、
観
光
、
教
育
、
産
業
な
ど
と
連
携
し
た
文

化
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
ま
た
文
化
芸

術
団
体
へ
の
支
援
や
、
様
々
な
文
化
芸
術
団
体
が
互

い
に
連
携
す
る
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
い
。
さ
ら
に
文
化
戦
略
の
一
つ
と
し
て
、
豊
か
な

佐
伯
の
食
文
化
や
、
人
を
佐
伯
に
呼
び
込
む
文
化

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
連
携
も
図
っ
て
い
く
。

	

　
三
余
館
の
利
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

	

　

三
余
館
は
、
佐
伯
市
市
街
地
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

に
お
い
て
「
美
術
館
・
歴
史
体
験
機
能
等
を
持
た
せ
、

さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー
ル
、
歴
史
資
料
館
と
と
も
に
、

文
化
芸
術
・
歴
史
の
拠
点
を
形
成
す
る
施
設
。」
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
市
に
は
、
南
海
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
始
め
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
絵
画
や

書
が
あ
る
。
美
術
館
機
能
を
持
っ
た
施
設
に
改
修
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
外
や
県
外
に
あ
る
美
術
館
と
の

交
流
が
深
ま
り
、
本
物
の
芸
術
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ

と
や
、
連
携
し
た
展
示
会
の
開
催
な
ど
が
可
能
と
な

り
、
ひ
い
て
は
大
手
前
周
辺
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
活
性

化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
な
美

術
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
文
化
芸
術
振
興
計
画

の
中
で
示
し
て
い
く
。

問答問答

▲ 三余館

　政務活動費は議員の調査研究に必要な経費の一部として、議員1人当たり年額20万円を会派及び無
会派議員に交付しています。
　交付決定額から実績額を控除して残余がある場合は、その残金を返納しています。また、実績額の
うち交付決定額を超過した額は、会派及び無会派議員で負担しています。
　令和元年度（平成31年度）における会派及び無会派議員の支出状況、主な使途は次のとおりです。

政務活動費の主な使途
【調査研究費】・島おこし協働隊について、インバウンドについて（長崎県対馬市）　・スポーツを通した
まちづくりについて（佐賀県神埼市）　・町並み景観の保全と地域活性化について（福岡県八女市）　・地
域医療を守る条例制定について（山口県周南市）　・地域ケア総合推進センターの取組について（岡山県岡
山市）　・障がい者雇用について（岡山県総社市）　【広報費】・会報印刷代　【資料作成費】・事務用品

【調査研究費】・ICT技術を用いた海面魚類養殖（ウミトロン）及びスマ養殖について（愛媛県愛南町）　・きさ
いや広場の取組について（愛媛県宇和島市）　・公益財団法人海洋生物環境研究所実証実験場の施設の概要
についてなど（新潟県柏崎市）　・柏崎市の水産の概要など（新潟県柏崎市）　・豊洲市場の買い付け及び場
内せり状況について（東京都江東区）　・IT（IcT、IoT）を使った水産振興策の補助制度についてなど（農
林水産省）　【研修費】・地方議員研究会主催研修「人口減少対策セミナー」　【資料作成費】・事務用品　【資
料購入費】・書籍購入　【事務所費】・パソコンリース

【調査研究費】・ほたて事業と地域の再生について（北海道猿払村）　・北海道における移住・交流促進に向
けた取組について（北海道庁）　・函館市地域交流まちづくりセンターの現地視察と概要・運営について、
クルーズ船の誘致と現在の取組について（北海道函館市）　【広報費】・議会報告印刷代　【資料作成費】・事
務用品　【資料購入費】・書籍購入

【資料作成費】・事務用品　【資料購入費】・機関誌購入　【事務所費】・事務所賃借料

【調査研究費】・島おこし協働隊について、インバウンドについて（長崎県対馬市）　・スポーツを通したま
ちづくりについて（佐賀県神埼市）　・町並み景観の保全と地域活性化について（福岡県八女市）　・地域医
療を守る条例制定について（山口県周南市）　・地域ケア総合推進センターの取組について（岡山県岡山市）　・障がい
者雇用について（岡山県総社市）　【資料作成費】・事務用品

【調査研究費】・ほたて事業と地域の再生について（北海道猿払村）　・北海道における移住・交流促進に向
けた取組について（北海道庁）　・函館市地域交流まちづくりセンターの現地視察と概要・運営について、
クルーズ船の誘致と現在の取組について（北海道函館市）　・優良杉苗木の安定生産技術について（宮崎県
川南町）　・優良衛生品質管理市場・漁業認定制度（HACCP）について（鹿児島県枕崎市）　・企業版ふる
さと納税の取組について、南大隅ウインドファームの取組について（鹿児島県南大隅町）　【広報費】・広報
誌印刷代

【調査研究費】・ほたて事業と地域の再生について（北海道猿払村）　・北海道における移住・交流促進に向
けた取組について（北海道庁）　・函館市地域交流まちづくりセンターの現地視察と概要・運営について、
クルーズ船の誘致と現在の取組について（北海道函館市）　・優良杉苗木の安定生産技術について（宮崎県
川南町）　・優良衛生品質管理市場・漁業認定制度（HACCP）について（鹿児島県枕崎市）　・企業版ふる
さと納税の取組について、南大隅ウインドファームの取組について（鹿児島県南大隅町）　【資料購入費】・新聞
購読料

【調査研究費】・函館市地域交流まちづくりセンターの現地視察と概要・運営について、クルーズ船の誘致
と現在の取組について（北海道函館市）　・優良杉苗木の安定生産技術について（宮崎県川南町）　・優良衛
生品質管理市場・漁業認定制度（HACCP）について（鹿児島県枕崎市）　・企業版ふるさと納税の取組につ
いて、南大隅ウインドファームの取組について（鹿児島県南大隅町）

【研修費】・自治体学校「大規模災害と自治体の役割」など　【広報費】・議会報告印刷代　【資料購入費】・書
籍購入、新聞購読料

【調査研究費】・ほたて事業と地域の再生について（北海道猿払村）　・北海道における移住・交流促進に向
けた取組について（北海道庁）　・函館市地域交流まちづくりセンターの現地視察と概要・運営について、
クルーズ船の誘致と現在の取組について（北海道函館市）　・優良杉苗木の安定生産技術について（宮崎県
川南町）　・優良衛生品質管理市場・漁業認定制度（HACCP）について（鹿児島県枕崎市）　・企業版ふる
さと納税の取組について、南大隅ウインドファームの取組について（鹿児島県南大隅町）　【資料購入費】・新聞
購読料

会派名

会派名
実 　 績 　 額 交　付

決定額調　査
研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情

活動費
資　料
作成費

資　料
購入費 事務所費人件費会議費 合 計

彩輝会

志高会

南風会

自由民主党

公明党

佐伯を元気に
する無所属の会

髙司　政文
(無会派)

菅　さとみ
(無会派)

吉良　栄三
(無会派)

三浦　　渉
(無会派)

664,324

401,471

195,172

233,418

336,642

151,281

82,674

151,281

403,580

80,690

11,160

60,000

17,485

37,116

92,205

11,160

3,692

18,144

21,193

10,302

26,292

38,880

58,100

215,028

113,000

84,480

38,921

883,044

873,235

389,365

85,887

259,710

421,122

188,397

82,674

211,816

162,441

1,200,000

800,000

600,000

400,000

400,000

400,000

200,000

200,000

200,000

200,000

佐伯を元気にする
無所属の会（2人）

志　高　会
（４人）

彩　輝　会
（６人）

南　風　会
（３人）
自由民主党
（２人）

三浦　　渉
（無会派）

菅　さとみ
（無会派）

髙司　政文
（無会派）
吉良　栄三
（無会派）

公　明　党
（２人）

令和元年度（平成31年度） 政務活動費 収支報告内訳一覧
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　政務活動費は議員の調査研究に必要な経費の一部として、議員1人当たり年額20万円を会派及び無
会派議員に交付しています。
　交付決定額から実績額を控除して残余がある場合は、その残金を返納しています。また、実績額の
うち交付決定額を超過した額は、会派及び無会派議員で負担しています。
　令和元年度（平成31年度）における会派及び無会派議員の支出状況、主な使途は次のとおりです。

政務活動費の主な使途
【調査研究費】・島おこし協働隊について、インバウンドについて（長崎県対馬市）　・スポーツを通した
まちづくりについて（佐賀県神埼市）　・町並み景観の保全と地域活性化について（福岡県八女市）　・地
域医療を守る条例制定について（山口県周南市）　・地域ケア総合推進センターの取組について（岡山県岡
山市）　・障がい者雇用について（岡山県総社市）　【広報費】・会報印刷代　【資料作成費】・事務用品

【調査研究費】・ICT技術を用いた海面魚類養殖（ウミトロン）及びスマ養殖について（愛媛県愛南町）　・きさ
いや広場の取組について（愛媛県宇和島市）　・公益財団法人海洋生物環境研究所実証実験場の施設の概要
についてなど（新潟県柏崎市）　・柏崎市の水産の概要など（新潟県柏崎市）　・豊洲市場の買い付け及び場
内せり状況について（東京都江東区）　・IT（IcT、IoT）を使った水産振興策の補助制度についてなど（農
林水産省）　【研修費】・地方議員研究会主催研修「人口減少対策セミナー」　【資料作成費】・事務用品　【資
料購入費】・書籍購入　【事務所費】・パソコンリース

【調査研究費】・ほたて事業と地域の再生について（北海道猿払村）　・北海道における移住・交流促進に向
けた取組について（北海道庁）　・函館市地域交流まちづくりセンターの現地視察と概要・運営について、
クルーズ船の誘致と現在の取組について（北海道函館市）　【広報費】・議会報告印刷代　【資料作成費】・事
務用品　【資料購入費】・書籍購入

【資料作成費】・事務用品　【資料購入費】・機関誌購入　【事務所費】・事務所賃借料

【調査研究費】・島おこし協働隊について、インバウンドについて（長崎県対馬市）　・スポーツを通したま
ちづくりについて（佐賀県神埼市）　・町並み景観の保全と地域活性化について（福岡県八女市）　・地域医
療を守る条例制定について（山口県周南市）　・地域ケア総合推進センターの取組について（岡山県岡山市）　・障がい
者雇用について（岡山県総社市）　【資料作成費】・事務用品

【調査研究費】・ほたて事業と地域の再生について（北海道猿払村）　・北海道における移住・交流促進に向
けた取組について（北海道庁）　・函館市地域交流まちづくりセンターの現地視察と概要・運営について、
クルーズ船の誘致と現在の取組について（北海道函館市）　・優良杉苗木の安定生産技術について（宮崎県
川南町）　・優良衛生品質管理市場・漁業認定制度（HACCP）について（鹿児島県枕崎市）　・企業版ふる
さと納税の取組について、南大隅ウインドファームの取組について（鹿児島県南大隅町）　【広報費】・広報
誌印刷代

【調査研究費】・ほたて事業と地域の再生について（北海道猿払村）　・北海道における移住・交流促進に向
けた取組について（北海道庁）　・函館市地域交流まちづくりセンターの現地視察と概要・運営について、
クルーズ船の誘致と現在の取組について（北海道函館市）　・優良杉苗木の安定生産技術について（宮崎県
川南町）　・優良衛生品質管理市場・漁業認定制度（HACCP）について（鹿児島県枕崎市）　・企業版ふる
さと納税の取組について、南大隅ウインドファームの取組について（鹿児島県南大隅町）　【資料購入費】・新聞
購読料

【調査研究費】・函館市地域交流まちづくりセンターの現地視察と概要・運営について、クルーズ船の誘致
と現在の取組について（北海道函館市）　・優良杉苗木の安定生産技術について（宮崎県川南町）　・優良衛
生品質管理市場・漁業認定制度（HACCP）について（鹿児島県枕崎市）　・企業版ふるさと納税の取組につ
いて、南大隅ウインドファームの取組について（鹿児島県南大隅町）

【研修費】・自治体学校「大規模災害と自治体の役割」など　【広報費】・議会報告印刷代　【資料購入費】・書
籍購入、新聞購読料

【調査研究費】・ほたて事業と地域の再生について（北海道猿払村）　・北海道における移住・交流促進に向
けた取組について（北海道庁）　・函館市地域交流まちづくりセンターの現地視察と概要・運営について、
クルーズ船の誘致と現在の取組について（北海道函館市）　・優良杉苗木の安定生産技術について（宮崎県
川南町）　・優良衛生品質管理市場・漁業認定制度（HACCP）について（鹿児島県枕崎市）　・企業版ふる
さと納税の取組について、南大隅ウインドファームの取組について（鹿児島県南大隅町）　【資料購入費】・新聞
購読料

会派名

会派名
実 　 績 　 額 交　付

決定額調　査
研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情

活動費
資　料
作成費

資　料
購入費 事務所費人件費会議費 合 計

彩輝会

志高会

南風会

自由民主党

公明党

佐伯を元気に
する無所属の会

髙司　政文
(無会派)

菅　さとみ
(無会派)

吉良　栄三
(無会派)

三浦　　渉
(無会派)

664,324

401,471

195,172

233,418

336,642

151,281

82,674

151,281

403,580

80,690

11,160

60,000

17,485

37,116

92,205

11,160

3,692

18,144

21,193

10,302

26,292

38,880

58,100

215,028

113,000

84,480

38,921

883,044

873,235

389,365

85,887

259,710

421,122

188,397

82,674

211,816

162,441

1,200,000

800,000

600,000

400,000

400,000

400,000

200,000

200,000

200,000

200,000

佐伯を元気にする
無所属の会（2人）

志　高　会
（４人）

彩　輝　会
（６人）

南　風　会
（３人）
自由民主党
（２人）

三浦　　渉
（無会派）

菅　さとみ
（無会派）

髙司　政文
（無会派）
吉良　栄三
（無会派）

公　明　党
（２人）

令和元年度（平成31年度） 政務活動費 収支報告内訳一覧
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質問者　河野　豊
佐伯文化会館跡地利用は？

３月
定例会

国の文化財指定の動向を加味しながら、実
施計画の中で整備方針を考える。

３月
定例会

移住推進施策はシニアだけではなく、
全世代を対象にしている。

12月定例会

令和２年度に屋上防水改修工事
の設計令和３年度以降に改修工
事予定。

質問者　塩月　健治
蒲江地区公民館の雨漏り修繕
工事は？

６月
定例会

死亡届提出に伴う手続きについ
て、遺族が窓口をスムーズに回
れる仕組みを構築した。

質問者　清家　好文
窓口業務のワンストップ
サービスへの方策は？

９月
定例会

サポカー補助金という国
の制度があるので、それ
を活用してもらいたい。

質問者　矢野　幸正
高齢者が急発進抑制装置
を取り付ける際の費用の
一部を市が補助しては？

９月
定例会

ＩＣＴ活用型の自動給餌機を
実証事業として５台導入
し、成果を検証する計画
で令和２年度から実証事
業を開始する。

質問者　森　三千年
養殖業の競争力強化、
生産性向上のため、ＩＣＴ・Ｉ
ＯＴを活用するための調
査・検討は？

９月
定例会

令和２年度に配備して
いく。

質問者　飛髙彌一郎
防災リアカーを公共施
設に配備できないか？

９月
定例会

令和2年度から広告掲載に取り組む
予定。

質問者　大野　達也
ゴミ袋への広告掲載はしないの
か？

９月
定例会

床マットを購入し、計画的に主要な
避難場所に配備していく。

質問者　佐藤　元
避難場所の床が硬いので、クッ
ション性のあるもので対応でき
ないか？

９月
定例会

各ハザードマップを作成するときに
地区に訪問し、地区と一緒に防災計
画の見直しを進めている。

質問者　浅利美知子
地区防災計画の策定を防災危機
管理課でサポートできないか？

６月
定例会

ユニバーサルスポーツの一つであるポッ
チャの競技用具一式を購入し、団体等への
貸し出しを行い普及・啓発を図り、普及促
進にも努める。

質問者　後藤　勇人
ユニバーサルスポーツの種目紹介・体
験学習などを開催し、普及促進を図る
べきではないか？

質問者　井上　清三
佐伯市独自のシニア移住・定住の
対策は？

９月
定例会

池船・女島津波避難タワーに、みん
なで助け合う取り組みの看板を設置
した。

質問者　本田　房代
津波避難タワーに車いすのマー
クを付けた看板は設置できない
か？

９月
定例会

令和３年度までに検討していく。

質問者　菅　さとみ
バス料金の地域間運賃格差是正
は？

12月定例会

市街地グランドデザインの中で方針
を考える。

質問者　吉良　栄三
佐伯文化会館閉館後の構想及び
計画は？

今後の方針等を協議する。

質問者　西條　隆洋
コミュニティバスの活用方法は？

９月
定例会

令和２年度中に海岸部が山間部
に避難する地区避難計画を策定
する。

質問者　髙司　政文
山間部地区と海岸部地区との
地域間の避難訓練ができない
か？

３月
定例会

あの質問
  どうなったん？？
あの質問
  どうなったん？？

1515

令
和
元
年（
平
成
31
年
）の
一
般
質
問そ
の
後
を
追
う
!

質問者　河野　豊
佐伯文化会館跡地利用は？

３月
定例会

国の文化財指定の動向を加味しながら、実
施計画の中で整備方針を考える。

３月
定例会

移住推進施策はシニアだけではなく、
全世代を対象にしている。

12月定例会

令和２年度に屋上防水改修工事
の設計令和３年度以降に改修工
事予定。

質問者　塩月　健治
蒲江地区公民館の雨漏り修繕
工事は？

６月
定例会

死亡届提出に伴う手続きについ
て、遺族が窓口をスムーズに回
れる仕組みを構築した。

質問者　清家　好文
窓口業務のワンストップ
サービスへの方策は？

９月
定例会

サポカー補助金という国
の制度があるので、それ
を活用してもらいたい。

質問者　矢野　幸正
高齢者が急発進抑制装置
を取り付ける際の費用の
一部を市が補助しては？

９月
定例会

ＩＣＴ活用型の自動給餌機を
実証事業として５台導入
し、成果を検証する計画
で令和２年度から実証事
業を開始する。

質問者　森　三千年
養殖業の競争力強化、
生産性向上のため、ＩＣＴ・Ｉ
ＯＴを活用するための調
査・検討は？

９月
定例会

令和２年度に配備して
いく。

質問者　飛髙彌一郎
防災リアカーを公共施
設に配備できないか？

９月
定例会

令和2年度から広告掲載に取り組む
予定。

質問者　大野　達也
ゴミ袋への広告掲載はしないの
か？

９月
定例会

床マットを購入し、計画的に主要な
避難場所に配備していく。

質問者　佐藤　元
避難場所の床が硬いので、クッ
ション性のあるもので対応でき
ないか？

９月
定例会

各ハザードマップを作成するときに
地区に訪問し、地区と一緒に防災計
画の見直しを進めている。

質問者　浅利美知子
地区防災計画の策定を防災危機
管理課でサポートできないか？

６月
定例会

ユニバーサルスポーツの一つであるポッ
チャの競技用具一式を購入し、団体等への
貸し出しを行い普及・啓発を図り、普及促
進にも努める。

質問者　後藤　勇人
ユニバーサルスポーツの種目紹介・体
験学習などを開催し、普及促進を図る
べきではないか？

質問者　井上　清三
佐伯市独自のシニア移住・定住の
対策は？

９月
定例会

池船・女島津波避難タワーに、みん
なで助け合う取り組みの看板を設置
した。

質問者　本田　房代
津波避難タワーに車いすのマー
クを付けた看板は設置できない
か？

９月
定例会

令和３年度までに検討していく。

質問者　菅　さとみ
バス料金の地域間運賃格差是正
は？

12月定例会

市街地グランドデザインの中で方針
を考える。

質問者　吉良　栄三
佐伯文化会館閉館後の構想及び
計画は？

今後の方針等を協議する。

質問者　西條　隆洋
コミュニティバスの活用方法は？

９月
定例会

令和２年度中に海岸部が山間部
に避難する地区避難計画を策定
する。

質問者　髙司　政文
山間部地区と海岸部地区との
地域間の避難訓練ができない
か？

３月
定例会

あの質問
  どうなったん？？
あの質問
  どうなったん？？
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★ 市議会は、受付の名簿に氏名等を記入するだけで傍聴できます。お気軽にお越しください。
★ 市議会に関する情報は佐伯市のホームページから閲覧できます。 佐伯市議会 検索  

６月定例会は６月９日から６月30日までの22日間の会期で開催されました
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中
国
発
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
明
治
以
降
、
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
文
化
が
失
わ
れ
た
か
の
よ
う

だ
。
厳
し
い
令
和
の
時
代
の
幕
開
け
と
な
っ

た
が
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
ま
だ

終
わ
っ
て
い
な
い
。
第
二
波
、
第
三
波
の

到
来
が
懸
念
さ
れ
る
。
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
期
待
で
き
そ
う

に
な
い
。
そ
れ
以
外
に
も
、
サ
バ
ク
ト
ビ

バ
ッ
タ
に
よ
る
食
料
危
機
、
地
域
戦
争
、

台
風
、
サ
イ
ク
ロ
ン
、
大
水
害
、
大
地
震
、

津
波
、
山
火
事
と
、
災
害
が
尽
き
る
こ
と

は
な
い
と
の
見
方
も
あ
る
。

　
政
府
や
地
方
自
治
体
の
救
援
措
置
も
、

遠
か
ら
ず
限
界
が
来
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
中
で
、
こ
の
危
機
の
時
代
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
は
、
大
局
観
と
勇
気
が
必
要
と

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
不
安
と
混
乱
の
時
代

を
強
く
、
潔
く
生
き
る
、
現
代
の
武
士
道

的
正
義
と
も
言
え
る
が
、
希
望
は
あ
る
。

朝
の
来
な
い
夜
は
な
い
か
ら
だ
。

　
広
報
委
員
会
も
知
恵
を
絞
り
、
議
論
を

重
ね
て
よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り
を
め
ざ
し

て
い
き
た
い
。

広
報
委
員
　
菅
　
さ
と
み

　
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会（
委
員
長
濵

野
芳
弘
）
は
、
こ
れ
ま
で
21
回
の
委
員
会
、

３
回
の
研
修
会
等
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
、
中
間
報
告
以
降
の
調
査
結
果
が
ま
と

ま
っ
た
の
で
６
月
30
日
の
本
会
議
で
最
終
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
報
酬
は
改
定
な
し

　
本
委
員
会
は
、
調
査
資
料
を
提
示
し
、
佐

伯
市
議
員
報
酬
及
び
特
別
職
給
料
審
議
会

（
報
酬
審
）
の
開
催
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
報
酬
審
の
答
申
内
容
は
、
23
年
間
も
の
長

期
に
報
酬
額
が
改
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

県
内
他
市
と
比
較
し
て
も
若
干
少
な
い
こ
と

な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
と
し
な
が
ら
も
議
員

定
数
等
の
改
革
が
不
明
確
。
ま
た
、
佐
伯
市

の
財
政
状
況
や
地
域
経
済
の
現
状
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
、
今
回
は
改
定
し
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で
議
会
経
費

年
額
約
８
０
０
万
円
削
減

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
令
和
２
年
度
の
導

入
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
庁
舎
内
の
Ｗ
ｉ

‒

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
を
行
い
、
議
場
や
委
員
会
室

等
で
も
使
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
導
入
に
伴
い
、
佐
伯
市
例
規
集
、
会
議
録

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
削
減
で
き
る
金
額
は
、
議
会
経
費
を
年
間

約
８
０
０
万
円
削
減
で
き
る
と
試
算
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
傍
聴
者
に
貸
し
出
し
て
い
た
議
案
書
等

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
紙
資
料
で
対
応
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

議
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

議
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

▲東雲小学校の１・２年生
　音楽の授業風景

議会改革
最終報告

９月定例会のお知らせ（予定）

中間報告の概
要

　議会改革調
査特別委員会

は、⦿議員報酬

について⦿政
務活動費につ

いて⦿議会ペ
ー

パーレス化の推
進についての３

件を調査研究

してきました。

　まず、議員報
酬は、調査した

資料を提示し、

佐伯市議員報
酬及び特別職

給料審議会に

審議を委ねるこ
とにしました。

　政務活動費
については、年

間20万円は適

正な金額で変更
しないことに決

定しました。

　議会のペー
パーレス化は、

事務コスト削減

のためにタブレ
ット端末の導入

を前提に調査

研究をすること
にしました。

チョッ
ト
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